
地震・台風・豪雨・竜巻─

自然災害に備える。
「防災」と聞くと真っ先に思い浮かぶのは地震に対する備えですが、
近年は大型台風の襲来、ゲリラ豪雨、竜巻の発生など、
異常気象ともいえるような事象が頻繁に起こるようになり、
天災への備えは広い範囲で必要となっています。
災害発生時の注意点をきちんと把握して、
災害発生後の生活のためにしっかりと備える─。
後回しにせず、普段から気にかけ確認しておきましょう。

どんなときも、まずは「命を守る」
どのような災害においても、発生時にまず行うべきは

「自分の命を守る」ための行動です。命を落としてしま
えば、どんなにしっかりとした備えをしていても意味が
なくなってしまいます。
さまざまな準備をする前に、まずは「災害が発生した瞬
間、自分の命を守るためにはどうするべきか」を考え、
シミュレーションしておきましょう。

防災訓練や持ち出し袋以外にも
自宅が被災した際に避難する、広域避難場所への道順
は知っていますか？ 非常持ち出し袋の中には必要なも
のが用意されていますか？ 災害伝言サービスの使い
方は知っていますか？
また、家具の固定や出入り口を塞がないような配置の
工夫、強風などで窓が割れたときのために窓ガラスに
飛散防止フィルムを貼る、豪雨に備えて雨どいや自宅
周辺の側溝の掃除をするなど、日頃から確認・実行して
おきたいことはたくさんあります。日常的に家族で話し
合いや役割分担などをし、準備するようにしましょう。

どのような災害に弱いのか知る
住む地域や住宅によって気をつけたい災害の種類は変
わります。たとえば河川やダムなどに近い地域であれ
ば豪雨による水害、埋立地であれば地震による液状化
現象など、自分の住んでいる地域はどのような自然災
害が発生しやすい土地なのか、自治体が公表してるハ
ザードマップなどで一度確認してみましょう。そうす
ることで、どのような災害に対して備えを厚くすればよ
いのかが分かります。

各自治体のハザードマップ公表状況を確認できます
国土交通省 ハザードマップポータルサイト　https://disapotal.gsi.go.jp/
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【CO・OP共済ニュース】 〈CO・OP共済に加入するには〉 出資金をお支払いいただき、お近くの生協の組合員になることが必要です。生活協同組合（生協）は、お店や宅配などでくらしに貢献しています。
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http: //www.palsystem-kyosai .coop/
パルシステムの保障 検索

パルシステムの保障

次回『びぃあらいぶ』は 9 月 1 回

ホームページにて『びぃあらいぶ』に関する
アンケートを実施中。お答えいただいた方
に抽選でこんせんくんグッズプレゼント！

リニューアル



！基礎のキソ今さら聞けないあのコトバ 今週の解説担当：
LPA
矢吹 弥生さん

（ パルシステム福島）

雑損控除 【ざっそんこうじょ】
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雑損控除とは災害・盗難・横領によって、自分の資産に損害を受けた
場合に、一定の金額の所得控除を受けることができるというもの。
雑損控除が適用になる財産は、所得税を納めている人や総所得
等の金額が38万円以下の配偶者または親族の所有する財産で
す。生活に通常必要な住宅、家具、衣類などの資産に対して災害
や被害を受けた場合に適用になります。
そして損害の原因が次のいずれかの場合に限られます
（1） 震災、風水害、雪害、落雷などの自然現象の異変による災害
（2） 火災などの人為的な災害
（3） シロアリなどの害虫や害獣などの生物による災害
（4） 盗難や横領による被害

雑損控除なんて無縁だと思っている人が多いのですが　屋根の
雪下ろしにかかる費用やシロアリの被害も対象になります。ただ
し、別荘や30万円を超える貴金属等は適用になりません。
ちなみに雑損控除の算出法は以下になります

① 損失額－総所得金額等×10％
② 損失額のうち、災害関連支出の金額－5万円　

これら計算した結果額の大きい方が雑損控除額になります。ま
た、損害額が大きく一度に控除できない場合は3年に限り繰越控
除を受けることができます。

パルシステム共済連の 

地域FP紹介相談【有料】

135038まずはお気軽に資料請求を！
※資料請求は無料です

※個別商品の提案はありません。

総合的な相談＋提案書 50,000円（消費税別）

ライフプラン作成コース

パルシステムが提携している実績あるプロの
相談員をご紹介。地域担当の複数のFPから
プロフィールを見て選択いただけます。
地域ごとの担当なので、ご自宅での相談も気
軽にできます。

相談料（30分ごと） 5,000円（消費税別）

時間単位相談コース

防災訓練を思いだして。
まずは頭をガードし命を守るのを最優先に
緊急地震速報を見聞きしたり揺れを感じた場合は、机の下にもぐった
り頭を保護するなど、まずは身の安全を確保しましょう。
揺れが収まったらラジオなどで情報を収集しながら周囲を確認し、現
在居る場所が危険な場合は避難場所
へ移動します。自宅を離れる際はガス
の元栓を閉め電気のブレーカーを落と
すなど、不在時に火災が起きないよう
配慮してから移動しましょう。

雨がやんでも安心せず、
豪雨後の地すべりなど二次災害にも注意を
台風による大雨が続くと河川の氾濫や山崩れ、崖崩れが発生しやすく
なります。また、最近は短期間に狭い範囲で雨が激しく降る「ゲリラ豪
雨」も頻発。河川や下水が急に増水し、道路や住宅の浸水する被害も
発生しています。危険を感じたり自治体から避難勧告があった場合
は、あわてず速やかに避難しましょう。
天候が荒れてからの避難は大変なので、
高齢者や子どものいる家庭は早い段階
での自主避難も検討してください。

周囲に避難する建物がないときは
水路やくぼみに身を伏せて
近年、大きな被害が出ているのが「竜巻」です。竜巻が発生し
やすい気象状況になると気象庁が「竜巻注意情報」を発表しま
すが、発表されていなくても竜巻が発生することがあります。
真っ黒い雲が近づく、雷が鳴る、冷たい風が吹き出す、大粒の雨
や雹

ひょう

が降りだす…などの兆しを感じたら、屋外にいる場合は頑
丈な建物などに避難、自宅にいる場合は窓などに近づかず、1階
の机の下などで身を小さくして頭を守るようにしましょう。

補償内容の確認を！
いろいろと考えて加入した建物や家財に対する補償商
品も、年月が経つとその内容などは忘れてしまいがち
です。いざというときにあわ
てないよう、保険証券や共済
契約証書などの保管場所と
補償内容の確認は定期的に
行いたいですね。

おススメのポイント！

地震による建物の倒壊や火災などの被害の補償には、「地震保険」
あるいは「自然災害共済」を別途付帯する必要があるこ
とをご存知ですか。「地震保険」は「火災保険」に、「自然災害共済」は

「火災共済」に、それぞれセットして契約します。
「建物と家財の補償は万全！」と思っていても、地震に対する備えが
万全か、今一度保険証券や共済契約証書を確認してみてください。

台風や豪雨による家屋の流失、倒壊、床上浸水などの被害は、建物と
家財の補償範囲に水害に対する補償が含まれているかどう
かがポイントになります。また、水害に対する補償範囲には、高潮に
よる被害や集中豪雨などによる土砂崩れの被害も含まれます。※

自宅が水害にあいやすい環境なら補償範囲の拡大を検討したいで
すね。
※補償範囲の詳細については、保険証券や共済契約証書をご確認ください。

竜巻による被害には、竜巻が通り過ぎる際に屋根瓦が飛ぶ、突風で
飛んできたものによって窓ガラスが割れる、などがあります。「風」
に対する建物や家財の補償は万全ですか？ さらに、もし竜巻
によって建物や家財が被害を受けた場合の問い合わせ先は分かり
ますか？ この機会に確認してみましょう。

家屋 家財

火災

落雷

破裂・爆発

家屋 家財

風災

雹災（ひょうさい）

雪災

家屋 家財

水災

地震

※ 自然災害以外にも、「建物外部からの物体の落下・飛来・衝突」「漏水などによる水濡れ」「騒擾（そうじょう）・集団行動等に伴う暴力行為」「盗難によ
る盗取・損傷・汚損」「不測かつ突発的な事故（破損・汚損など）」が補償内容に含まれていることがあります。あわせて確認しておくとよいでしょう。

自分の保険証券で補償内容を確認して、チェック表に○×を書きこんでみましょう。
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地震のときの建物や家財の補償は大丈夫？

「水災」に対する補償をチェック

竜巻の被害は補償対象？

竜巻の月別発生確認数（1991～2012年）
気象庁ホームページより

集計対象：
「竜巻」および「竜巻またはダウンバースト」である事例のうち、水上で発生し、
その後上陸しなかった事例（いわゆる「海上竜巻」）は除いて集計しています。

Z60-65387-1405

共 済 火災共済にプラスして加入！ 
自然災害共済の保障額がアップ！2013年10月より

自然災害への保障がさらに充実

大型タイプが
新登場！

家の保障

風水害等給付金付火災共済・自然災害共済 135020資料請求はこちら

風水害などのとき（600口加入の場合）

地震などのとき（600口加入の場合）

保障範囲
台風、豪雨、降雪、
洪水などの自然災
害による損害

保障範囲
地震、津波、噴火によ
る損壊や火災などの
自然災害による損害

最高保障額

3,000万円

標準タイプ

最高保障額

1,200万円

標準タイプ

最高保障額

4,200万円

大型タイプ

最高保障額

1,800万円

大型タイプ

0120-6031-43
◦�ご加入や現在のご契約に関するお問い合わせ�
→ご用件番号【1】をご選択ください。�
CO・OP火災共済コールセンター
◦�共済事故（住宅損害）の受付に関するご連絡�
→ご用件番号【0】をご選択ください。�
CO・OP火災共済事故受付センター

受付時間 月～土9：00～18：00 
（祝日営業／年末年始は休み）

受付時間 24時間365日

〈取扱団体〉
日本コープ共済生活協同組合連合会
〈契約引受団体〉
全国労働者共済生活協同組合連合会（全労済）
〈CO・OP共済に加入するには〉
出資金をお支払いいただき、お近くの生協の組合員になることが必要です。

※�CO・OP共済は個人情報を大切にし、
個人情報保護法を守ります。コープ共済 検索

1,200万円
UP！

600万円
UP！

※ここでは保障内容の一部を掲載しております。詳しくは加入申込書付宣伝物をご覧ください。　
※自然災害共済は、火災共済に追加してご加入いただけます。

※加入内容に応じて、最高保障額は異なります。

※加入内容に応じて、最高保障額は異なります。

8～10月は
要注意！

災害が発生する予兆や発生時の対処方法など、知っているのといないのとでは命の危険度や被害の大きさが違ってきます。
また、確認が後回しになりがちな建物や家財の補償も、大切な備えの一つ。
台風シーズンを前に、あらためて災害に対する全般的な備えの確認をしたいですね。被害が出る前に「備え」の再確認を。

見落としていませんか？


